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雑草インストラクター養成講座

線路を臨むアメリカアサガオ（2022.11 茨城）



白崎健悟・佐治健介（事務局）

草刈り除草ワールド報告

セミナー・テーマ１
鉄道インフラの将来を見据えた最良な雑草管理
～深刻化する雑草問題にどう対処すべきか～
株式会社アセント 名古屋営業所 所長 池村 淳

セミナー・テーマ２
雑草問題解決へのアプローチ
～これからの雑草管理で知っておくべきこと～
特定非営利活動法人緑地雑草科学研究所
理事・事務局長 佐治 健介

セミナー・テーマ３

野立太陽光発電施設における雑草対策の現状と課題

～長期安定稼働に不可欠な敷地管理とは～
株式会社白崎コーポレーション
東日本第１営業部第３グループ 鎌田 弘章
※それぞれの講演概要についてはニュースレター7号を参照。

佐治健介（事務局長）



「草と緑」第14巻の発行

「草と緑」編集委員会
委員：伊藤操子(委員長)・伊藤幹二・黒川俊二・
   佐治健介・中山祐一郎・長村智司
ページ編集：大黒洋一

雑草インストラクター養成講座講師を経験して
伊藤操子・伊藤幹二（マイクロフォレストリサーチ株式会社）



仕様規定方式から性能規定方式へ沖縄県で始まった新しい取組
株式会社ファームプロ 竹内 健司

性能規定で管理されている道路は芝が植えられてい
たり、他の道路も雑草の高さが抑えられていた



株式会社理研グリーン 緑資事業本部

耕作放棄地に抑草剤（理研ショートキープ液剤）を年 2

を開始。

回散布草刈は実施せず。イネ科植生に遷移している。

耕作放棄地で実証された結果を基に法面での実証実験



草と緑第14巻記事抄録

有害植物の定義に追加された‘草’：植物防疫法の改正で何が変わるのか
黒川俊二（京都大学大学院農学研究科）

管理で動く雑草植生－その３：都市緑地における草本植物の種多様性－
大阪府立大学中百舌鳥キャンパスにおける事例
中山祐一郎（大阪公立大学大学院現代システム科学研究科）
金岡琴美（大阪公立大学教育推進課）



ナルトサワギク（Senecio madagascariensis Poir.） 
黒川俊二（京都大学大学院農学研究科） 



雑草ウオッチヤー報告
雑草リスク情報-その5：止まらない雑草蔓延と対策不作為の実態
伊藤幹二（NPO法人緑地雑草科学研究所）

・テーマ“困っている雑草”について、意見や技術
情報など
・自由投稿：日頃の気づき、主張したいこと、技術・
文献紹介等
・所属団体・企業の紹介

ご連絡先：佐治健介（k-saji@bousou-ken.org）
ページ編集：杉浦快（京都大学雑草学研究室院生）


